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昭和 61年 8月1日発行 (2) 

来

年

四

月

開

園

昭
和
二
十
八
年
K
地
域
の
方
々
の
強
来
年
四
月
開
園
を
め
ざ
し
て
七
月
一
日

い
要
望
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
現
在
の
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

一

押
原
保
育
園
(
園
長
・
早
川
静
臣
氏
)
乙
の
新
し
く
な
る
押
原
保
育
園
は
、

が
、
園
長
の
健
康
上
の
理
由
と
園
舎
老
敷
地
面
積
七
百
坪
に
鉄
骨
二
階
建
(
定

朽
化
な
ど
に
よ
り
、
新
規
に
押
越
の
三
員
六
十
名
)
、
建
物
延
面
積
八
五

od

神
善
章
さ
ん
が
引
き
継
ぎ
、
現
在
地
よ
で
総
工
事
費
一
億
二
千
二
百
四
十
万
円

り
北
へ
約
一
五

0
メ
ー
ト
ル
位
の
所
に
の
規
模
で
今
年
十
二
月
の
完
成
K
向
け

モ
ダ
ン
な
園
舎
が

a

d

司
建
つ
敷
地
(
北
ヘ

m
m
)

わ-つよし報広

て
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
神
さ
ん
は
、
新
し
い
感
覚
の
保
育

園
に
と
、
モ
ダ
ン
的
な
園
舎
そ
れ
に
敷

地
の
一
部
に
森
林
公
園
的
な
遊
び
場
を

設
け
、
ゆ
と
り
あ
る
保
育
活
動
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

完成予 想 図

昭和61年8月23日(土)

午後6時00分-8時00分
日時

*親子で自由に参加して下さ .~\~



わ-つよし報広( 3 )昭和61年 8月 1日発行

8月30B. '" 9月5日は「防災週間Jo 9月1日は「防災の日」て。すO

豊かな水に恵まれ、四季の変化の美しい日本。しかし¥

その一方で、台風の通り道に当だり、地震が多いというu泣

き所H を抱えていることも忘れてはなりぎせん。

9月刊日は「防災の白.J0 B月30日から9月 5日ぎでは

「防災週間J です。この機会に、台風と地震に対する日ご

ろの備えを、もう一度男直してみてはいかガでしょうか。

百
竪
山
崎
川
陽

正
し
い
情
報
を
よ
り
阜
く

怖
い
も
の
の
代
名
詞
と
い
え
ば
、

「
地
震
、
雷
、
火
事
、
お
や
じ
」
と

昔
か
ら
相
場
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
台
風
は
こ
の
中
に
入

っ

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

台
風
が
、
地
震
や
雷
と
い
ち
ば
ん

違
う
と
こ
ろ
は
、
他
の
災
害
、
が
突
発

的
に
発
生
す
る
の
に
対
し
、
台
風
は

規
模
や
進
路
な
ど
を
あ
る
程
度
予
測

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
正
し
い
情
報
を
よ

り
早
く
知
り
、
備
え
が
で
き
れ
ば
、

台
風
の
被
害
は
最
小
限
に
く
い
止
め

ら
れ
る
、
と
い
え
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
台
風
の
進
路
予
報
凶

の
表
示
方
法
が
、
今
年
の
六
月
か
ら

新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。

い
、
ざ
、
ム
口

風
が
近
づ
い
て
か
ら
あ
わ
て
ふ
た
め

い
た
り
し
な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
正

し
い
見
方
を
覚
え
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
防
災
の
第

一
歩
は
、
日
ご
ろ

の
備
え
と
正
し
い
情
報
の
入
手
に
あ

る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

一
一
一
三
一
=
台
風
の
新
し
い
進
路
予
報
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

暴
風
警
戒
域
に
注
目
し
よ
う

想
時
刻
に
暴
風
域
に
な
る
恐
れ
の
あ

る
範
聞
で
す
。
台
風
の
中
心
や
暴
風

域
が
、
予
報
円
、
暴
風
警
戒
域
の
円

内
に
入
る
確
率
は
、
と
も
に
六

O
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
暴
風
域
の
外
側
に
は
、
風

速
卜
丘
メ
ー
ト
ル
以
上
-の
強
い
風
が

吹
く
「
強
風
域
」
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

恭
胤
響
戒
域
の
外
側
だ
か
ら
と
い

っ

て
、
決
し
て
気
を
緩
め
る
こ
と
の
な

い
よ
う
注
志
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
の
進
路
予
報
の
表
示
方
法

(凶
l
A
)
は
、
十
二
時
間
後
、
ま

た
は
二
十
問
時
間
後
に
台
風
の
中
心

が
く
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
を
「
予

報
円
」
と
し
て
、
破
線
で
表
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
表
示
方
法
の
欠
点
は
、

予
報
円
が
暴
風
の
吹
く
範
凶
と
勘
違

い
さ
れ
や
す
い
こ
と
で
し
た
。
つ
ま

り
、
破
線
の
外
側
な
ら
安
全
ー
ー
と

い
う
錯
覚
を
起
こ
し
ゃ
す
か

っ
た
と

い
え
ま
す
。

新
し
い
表
示
十
刀
法
(
附
|

B
)

は、

こ
れ
ま
で
の
子
制
刊
の
ぷ
.
ぶ
の
は
か

に
、
恭
風
域
と
暴
風
情
パ
成
城
を
・
一
夫
総

で
付
け
加
え
た
も
の
で
す
。
暴
風
域
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
い
衣
川
万

と
は
、
平
均
胤
述
毎
秒
三
十
札
メ
1

法
で
は
、

f
M
m
川
の
中
心
に

×
印
が

ト
ル
以
上
の
以
前
風
が
実
際
に
吹
い
て
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
台
風
の
中

レ
る
範
同
。
以
前
胤
作
成
域
と
は
、

f

心
が
×
印
に
米
る
可
能
性
が
-
岳
山

企
よ
の
写
真
は
、
昭
和
印
年

8
月
初
日
、
気
象
衛
生
ひ
ま
わ
り
が

と
ら
え
た
台
風
ロ
号
、
は
号
、
刊
号
(
左
か
ら
)
の
衛
生
画
像
。

V
下
の
写
真
は
昭
和
田
年

8
月
げ
日
台
風

5
号
に
よ
る
紙
漉
阿
原
の
浸
水

自
分
勝
手
な
判
断
が

被
害
を
よ
り
大
き
く
す
る

図-8

い
こ
と
を
表
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の

×
印
が
あ
る
と
、

台
風
の
中
心
が
必
ず
、
』
の
位
置
に
来

る
も
の
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
た
め
、

新
し
い
表
示
方
法
で
は
省
略
さ
れ
ま

し
た
。

台
風
の
進
路
や
勢
力
は
、
ま
る
で

生
き
物
の
よ
う
に
変
化
し
ま
す
。
朝

の£
J
M
械
で
は
、
ト
ぃ
陀
し
な
い
と
の
見

通
し
も
、
午
後
に
な

っ
て
か
ら
急
に

進
路
を
変
え
て
上
隙
ー
ー
と
い
う
こ

と
も
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
。

で
す
か
ら
台
風
情
報
を
.
度
だ
け

附
い
て
、
自
分
で
勝
子
に
判
断
を
ド

す
の
は
大
変
危
険
で
す
。
被中
小川
を
大

き
く
し
な
い
た
め
に
は
、
次
々
に
山

さ
れ
る
子
仰
慨
を
民
ぷ
派
く
山
附
い
て
、

そ
の
都
度
判
断
す
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
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駐軍壷a21*初優勝安

越

西

押

河

試合の結果
西条新田 準優勝

西条一区 三位

。
勝

位

優

危険箇所の草刈をする安協のみなさん

(安協)

党
宙
実
室
崎
郡
ぞ

南
甲
府
交
通
安
全
協
会
昭
和

支
部
(
支
部
長
・
山
下
譲
二
氏
)

総
員
二
十
八
名
は
、
六
月
二
十

八
白
朝
五
時
か
ら
約
二

時
間
を
か
け
て
、
町
内

の
危
険
箇
所
や
交
通
安

全
施
設
の
カ
!
ブ
ミ
ラ
l
、

道
路
標
識
な
ど
を
、
一

斉
点
検
整
備
し
ま
し
た
。

「
乙
れ
に
よ
っ
て
町
内

か
ら
一
件
で
も
交
通
事

故
が
少
な
く
な
れ
ば
い

い
ん
で
す
が
/
」
と
安
協
の
方
は
、
鎌

を
片
手
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

衝い
撃

は
耐
え

ら
れ
ま
せ
ん

河

東

中

島

西

条

一

区

築

地

新

居

上
河
東
二
区

押

越

上

河

東

決勝戦・・西条新田対押越(町民体育館)

"，.~~It;とあA

ぞペ長yミ
，3.れあい01J1L't:文会

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
閉
会
式
入
場
券

・
・
・
八
月
一
回
申
し
込
み
受
信

• 

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

(
ふ
れ
あ
い
の
か
い
じ
大
会
)
の
開
・

閉
会
式
を
観
覧
す
る
場
合
は
、
入
場
券

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
次
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

。
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

但
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者
及

び
付
添
者
は
一
枚
の
は
が
き
で
申
し
込

む
乙
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
団
体
で

入
場
を
希
望
す
る
者
は
、
役
場
福
祉
課

の
備
え
付
け
の
専
用
申
込
用
紙
で
申
し

込
み
し
て
下
さ
い
。

。
申
込
期
間

八
月
一
日
働

1
八
月
三
十
日
出

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

。
入
場
券
引
渡
方
法

引
渡
者
が
決
定
す
る
と
入
場
券
引
渡

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

通
知
を
持
っ
て
役
場
福
祉
課
で
引
渡
し

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

。
引
渡
期
間

九
月
二
十
四
日
附

1
十
月
十
一
日
出

。
問
い
合
わ
せ
先

昭
和
町
役
場
福
祉
課

※居住地から小瀬スポーツ公園までの主な交通手段を次の 6区分から選んで番号を記入

①甲府駅まで列車+臨時パス @甲斐住吉駅まで列車+徒歩

②甲府駅まで パス+臨時パス ⑤二輪車

③甲府駅まで 徒歩等+臨時パス ⑥その他 (徒歩、タクシ一等〉

( 返信表裏〉

口困

ふ
れ
あ
い
の
か
い
じ
大
会
入
場
希
望

1

開
会
式

〈
両
方
文
は

閉
会

式

い

ず

れ

か

を

記

入

〉

2

住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号

3

身
障
者
手
帳
の
有
無
有
・
無

付
添
者
の
有
無

有

〈

車
椅
子
使
用
の
有
無
有

・
無

4
交
通
手
段

〈

※

〉

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

(裏)

人
〉
無

回
昭
和
町
押
越
五
四
一
丁
二

回

昭
和
町
役
場
福
祉
課
御
中

(表)

昭

和

太

郎

fJ 

口困

(往信)
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か
い
ど

J

国
体

ボ
ク
た
シ
グ
会
場

町
内
婦
人
代
表

か
い
じ
国
体
総
合
開
会
式
(
小
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
・
十
月
十
二

日
)
を
飾
る
集
団
演
技
、
婦
人
部
門
で

武
田
節
と
ふ
れ
あ
い
音
頭
を
踊
る
、
町

内
代
表
者
(
リ
ー
ダ
ー
・
佐
野
俊
子
さ

ん
)
二
十
五
名
は
、
本
番
に
向
け
て
夜

お
そ
く
ま
で
練
習
に
励
ん
で
い
る

D

乙
の
集
団
演
技
は
、
ふ
る
さ
と
の
民

踊
と
か
い
じ
国
体
を
契
機
に
つ
く
ら
れ

た
音
頭
を
県
下
二
千
名
の
若
き
あ
ふ
れ

る
婦
人
の
姿
で
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
み

な
さ
ん
に
紹
介
す
る
も
の
で
町
内
代
表

の
婦
人
の
方
々
も
、
乙
の
一
員
と
し
て

出
演
す
る
た
め
、
昨
年
の
四
月
か
ら
月

に
二
回
、
町
民
体
育
館
で
熱
の
入
っ
た

練
習
に
汗
を
流
し
て
い
る
。

-つよし報広( 5 )昭和61年 8月1日発行

町
民
体
育
館
で
夜
お
そ
く
ま
で

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

~~み=と時児

ざめやか君j

警雪

市
一
甥

執
一
段
一

月
ア
↓

河
一
者
一

上
一
業
一

和
一
札
一

昭
一
落

財福岡土地区
画整理協ム

~I 建設課
東京都千代田

区 1-4

落札金額

円

8，900，000 

工事場所(工期〉

西条地内

S 61. 7. 1. 

'"-62. 1. 31 

名

西条地区・土地区画

整理事業調査A

事工
治
不品不「

(械早野組

甲府市東光寺

1 -4 -10 

河東中島地内

S 61. 6. 10 

'"-61. 8. 10 

町道昭和玉穂線道路

改良工事 23，640，000 

開山県系塗装庖
教育

委員会

押原小学校

S 61. 6. 13 

'"-61. 6.30 

及

工
ル

替
一
装

プ

塗
校

備

円
子

'北
訳

小

属

原

附
押

び

事 甲府市中央

5 -3 -23 

1.881.000 
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総酬仰仰伽川川W))柳ρMρ川M仰仰ρ川M仰川川/ρ川仰ノρ川仰仰/ρ川仰/μ川Jμ/

火災カがぐ増えています

わ-つよし報広

甲府地区消防本部管内の上半期 (1-

6月)の火災発生件数は80件、昨年同期

に比べ25件、 45.55ぢ増と憂慮すべき状

況となっています。

当然の乙とながら、乙れに比例して次

の表に示すとおり面積、損害額とも倍を

越える数値となっています。

乙れら火災原因の上位をみると、タバコ 16、たき火11、乙んろ

(天ぷら鍋使用放置を含む) 9、子供の火遊び6の順位となって

います。

昭和町教育委員会

女あたたかい、母の心で育てよう昭和のこども

昭和町教育委員会では、子供たちがより幸せを感じ、

たくましく健やかに育つ乙とを願い「昭和町子育てボラ

ンティアの会」を発足したいと考えております。

子供を育てる環境(家庭・地域・学校等)が、より望

ましい状況であるために、おかあさんの温かい心を昭和

町すべての子供たちに与える、そんな会を発足して行き

たいとおもいます。

より多くのみなさまのど協力をお願いいたします。

〔活動内容(案)J 

食会員の学習会の開催
-28.6 

75 

16.7 
2.5倍

50 

6.5倍

74.8 

87，199 55.3 

損害額とも大巾に増加しています。
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焼損面積 Cnl)
2，697 

損害額(千円ぷ
245，017 I 157，818 

乙のように件数、焼損面積、
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家庭教育について

ゲームの指導方法

その他

映画会 人形劇

乙どものための縁日

工作教室

その他

女読書活動の推進 公民館図書・児童館図書の

貸出ボランティア

絵本づくり 大型かみしば

い作り その他

女各種催しの開催

火災件数4倍、焼損面積 26.9倍、損害額48.6倍です。

ちょっとした気のゆるみや不注意を火事がねらっています。お
互いに十分注意して火事を出さないようにしてください。

女この会は、自主的な社会教育関係団体として

位置づけ活動を進めて行きたい。

(乙の会の運営は、町糊方金及び謝寸金等により運営する。)

昭和 61 年 7 月 20 日 ~8 月 20 日

昭和町教育委員会 (75) 3 7 3 7 

古児童館行事への協力

〔会員募集期間〕

〔申込先〕
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司
こ
ま
百
回
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手
盆
り
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ι
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曹
ネ
j
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l
d
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0

証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
く
だ
さ
い
。

は
、
国
民
年
金
証
書
を
提
出
す
る
時
期
乙
の
届
や
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す

が

近

づ

き

ま

し

た

。

と

、

十

一

月

の

支

払

い

に

間

に

合

わ

な

福
祉
年
金
で
は
毎
年
八
月
、
所
得
の
い
乙
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し

届
出
を
す
る
乙
と
に
よ
り
、
む
乙
う
一
ょ
う
。

年
間
の
年
金
の
支
払
額
が
決
定
さ
れ
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
月
期
分
の
福
祉
年
金
を
受
け
と
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
印
か
ん
を
持
っ
て
国
民

年
金
証
書
を
役
場
福
祉
課
へ
提
出
し
て

マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

ボ

ー

ル

員

昭
和
町
体
育
協
会
(
昭
和
町
ソ
フ
ト
記
(
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
)

ボ
J

ル

連

盟

)

マ

マ

さ

ん

ソ

フ

ト

ボ

!

部

長

二

宮

す

み

子

ル
部
は
、

N
H
K
旗

争

奪

大

会

や

県

体

曾

七

五

|

二

O
三
一

育

祭

に

お

い

て

優

勝

す

る

な

ど

、

大

活

土

橋

由

利

子

躍

を

し

て

お

り

ま

す

。

曾

七

五

!

四

五

O
丸

山

田

定

幸

又
町
内
で
も
地
区
対
抗
の
マ
マ
さ
ん

震
七
五
|
二
五
五
六

大

会

が

開

催

さ

れ

る

な

ど

、

ソ

フ

ト

ボ

樋

口

敏

夫

|

ル

競

技

の

普

及

発

展

が

図

ら

れ

て

い

曾

七

五

|

三

三

四

一

ま
す
。乙

の
折
、
町
体
協
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
で
は
、
部
の
強
化
と
と
も
に

初
心
者
に
も
普
及
し
、
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
親
睦
、
交
流
を
図
り
た
く
、

随
時
部
員
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
ど
希
望
の
7

マ
さ
ん
は
、
下
記

に
ど
連
絡
を
下
さ
れ
ば
、
詳
細
の
説
明

を
す
る
中
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
し
ど
し
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

医ヨ

乙
の
と
き
、
福
祉
年
金
の
ほ
か
に
恩

給
や
扶
助
料
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
証
書
あ
る

い
は
改
定
通
知
書
な
ど
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

部

主
将

匿と

督
コ
ー
チ



経
営
な
ん
で
も
相
談
(
峡
中
編
〉

富
士
大
学
教
授
(
商
法
専
攻
)
税
理
士

。

講

師

込

山

芳

行

氏

わ

中
小
企
業
診
断
士

。

講

師

川

手
守

屋

知
・
不
知
に
か
か
わ
ら
ず
取
引
を
規
制
し
て
い
る
法
律
。
何
気
な
く
行
な
っ
て
い

取
引
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
も
し
も
の
場
合
に
慌
て
な
い
為

に
あ
な
た
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。
ど
う
し
た
ら
被
害
を
最
小
に
押
え
ら
れ
る
か
。

取
引
上
の
危
険
か
ら
企
業
を
守
る
た
め
、
債
権
を
先
が
け
て
回
収
す
る
か
等
、
な
ら

企
業
の
経
営
安
定
の
為
に
合
理
化
・
体
質
改
善
・
近
代
化
に
つ
い
て
の
二
日
相

室
4

を
開
催
致
し
ま
す
の
で
事
業
主
各
位
、
御
出
席
・
御
利
用
下
さ
い
。

嘉正

障博

氏 氏

-つ

-
日
時

よし

日
時

p

昭
和
引
年

8
月

8
日

金

…

昭

和

引

年

8
月

旬

日

月

午
前
叩
時
j
午
後

4
時

…

午

前

叩

時

j

午

後

4
時

・

場

所

櫛

形

町

商

工

会

館

…

・

場

所

昭

和

町

商

工

会

館

女
相
談
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
個
別
指
導
で
す
。
い
ず
れ
の
場
所
で
も
結
構
で
す
。
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-
税
金
問
題
に
つ
い
て

.
金
銭
貸
借
に
つ
い
て

・
債
権
の
早
期
回
収
と
そ
の
具
体
的
方
法
・
庖
舗
改
装
・
工
場
設
備
等
に
つ
い
て

・
手
形
取
引
の
常
識
と
不
渡
手
形
対
策
・
融
資
・
雇
用
・
下
請
取
引
に
つ
い
て

・

取

引

先

倒

産

時

の

対

応

策

・

相

読

・

贈

与

等

税

務

に

つ

い

て

-
個
人
企
業
と
会
社
企
業
の
利
害
損
得
・
保
証
問
題
に
つ
い
て

-

企

業

と

交

通

事

故

対

策

・

公

害

問
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に

つ

い
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-
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取

引

と

契
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い

て
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不

動

産

売

買

に

つ

い

て

・

経

営

の

近

代

化

・

合

理

化

対

策

・

そ

の

他

女
地
域
の
小
規
模
企
業
者
な
ら
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

女
相
談
無
料

主
催

共
催

山
梨
県
商
工
会
連
合
会
経
営
安
定
特
別
相
談
室

中
巨
摩
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
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作

募

tJ 

ロロ

集

郵
政
省
で
は
児
童
生
徒
に
貯
蓄
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
造

形
的
な
創
造
力
を
伸
ば
す
一
助
と
し
て

「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
を
本
年
度

も
文
部
省
の
後
援
を
得
ま
し
て
実
施
す

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
夏
休
み
を

利
用
し
て
児
童
生
徒
多
数
の
応
募
を
お

願
い
し
ま
す
。

ハV
畠

-v

〈

v

a

v

〈
〉

み
ん
な
で
書
こ
う
夏
だ
よ
り

郵
政
省
及
び
財
団
法
人
日
本
郵
便
友

の
会
で
は
第
五
回
は
が
き
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
を
開
催
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
募
集
の
区
分
」

小
学
校
低
学
年
の
部
(
一
年
1
三
年
)

小
学
校
高
学
年
の
部
(
四
年
1
六
年
)

「
募
集
期
間
」

昭
和
六
一
年
七
月
十
日
附
1
昭
和
六
一

年
九
月
十
日
射
ま
で

詳
し
く
は
郵
便
局
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

「
田
富
郵
便
局
」

「
電
話
番
号
七
三
|
三

O
五
O
」

N
・T
-
T
児
童

コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集

電
話
と
電
報
を
テ
l

マ
に
し
た
図
面

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
毎
年
、
小
学
生
の

み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

「
電
話
と
く
ら
し
」
を
テ
!
マ
と
し
て

募
集
い
た
し
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
要
領

マ
資
格
・
・
・
小
学
生
の
み
な
さ
ん

マ
大
き
さ
:
・

B
3

三
六
四
ミ
リ

×
五
一
五
ミ
リ

マ
応
募
先
・・
・
最
寄
の
電
報
電
話
局
窓
口

マ
締
め
切
り
・
:
九
月
一

O
日

マ
入
賞
発
表
:
・
一

O
月
中
旬
、
個
人
賞
、

団
体
賞
、
特
別
賞
の
ほ
か
応
募
者

全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
。

お
問
い
合
せ
甲
府
電
報
電
話
局

局
番
な
し
の
一
一
六
番
へ

午前9時半~午後4時40分(平日)

土曜日は正午まで(第2土曜日は休みます)

O専門の相談員ガ親身になってご相談に応じます

O弁護士相談日:岳月第3木曜午後11時"'4時

いフしょ。いフ=Ð~大と

+築こう水のある

豊かな暮らし+

社団法人日本損害保険協会

甲府自動車保険請求相談センター

です

8月1日は「水の日」
1日から 7日は「水の週間」

甲府市丸の内 3-20-5 千代田火災海上ピル4階

甲府調査事務所内

宮 0552-28-8335(直通)0552-28-8810 

電話のご相談もお受けします
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語録喜長銀議長銀話交 器管当安否長議長当受話受話受話受話受話長

8月22日(金)

午前 10時 20分--10時 25分

場所 旧役場前(ボクシング練習場〉

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋花入れてヒ

モでしっかり封をしてください。

りよた、生衛健保

日集1苗マ 4叉犬不用

日

査 i
実施 日 受付時間 該 当 児 場所

8月 6日(水〉
昭和60年 7月生まれ

午後 1時 グ 10月生まれ
総合会館

--2時 昭和 61年 1月生まれ
8月 7日(木〉

昭和 4月生まれ

急会
ロ~康健児手L

持ち物

町ではつぎのとおり粗大ゴミの特別収集を行います。

詳しい内容については、後日配布する回覧文をど覧くだ

さい。

・押原・常永地区…… 8月3日(日)

・西条地区・・・・・・…-一… 8月 10日 (日)

※お出しになるものに は必ず指定の荷札をつけてくださ

盆
お
く
り
の

》ぽ

供
物
の

特
別
収
集

か月:克健康診査汗|
8月21日(木)

午後 1 時~2 時

総合会館

昭和 59年 12月 1日~昭和 60年 2月 28日ま

での出生児及び前回未受診児。

母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

¥母寄手帳交付
子持時議 1

8月 9日(土)・ 23日(土)

午前 9時--11時 30分

場所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿

検査、栄養指導などを行し可健康についての相談にお答

えしていますのでお気軽にお出かけください。

時日

6 歳L 
実施日

受付時間

場 所

該当児

ム
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マ
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/
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ノ
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司
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ヤ
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ノ
/困¥
ヴ

ノ
マ
ヴ

/
悼
¥
『
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H
AJ
ι
、守

ι
¥
ヴ

/
F
A〆
/マ
ヴ

/
マ
ヴ

甫
版
脳
似
綱
同

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
(
薬
剤
部
)

副

薬

剤

部

長

河

野

健

治

薬
は
病
気
の
予
防
、
治
療
、
診
断
の
た
医
薬
創
製
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

め
に
役
立
つ
乙
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
そ
し
て
、
乙
の
関
門
を
通
過
し
て
、
生
物

れ
た
化
学
物
質
で
あ
り
、

医
療
に
お
い
て

活
性
を
秘
め
た
化
学
物
質
は
よ
う
や
く
新

大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
し
め

て

お

り

ま

す

。

薬

候
補
物
質
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、

一
九
六

一
年
に
起
き
た
不
幸
な
最
後
に
臨
床
試
験
が
あ
り
ま
す
。
乙
の

サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
鍋
事
件
を
契
機
と
し
て
試
験
は
ヒ
卜
に
対
す
る
有
効
性
と
安
全
性

薬
の
安
全
性
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
、
の
確
認
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

現
在
で
は
安
全
性
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
薬
あ
り
、
四
段
階
の
相
に
分
け
て
進
め
ら
れ

物
の
み
が
新
薬
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う

ま

す

。
第

一
相
試
験
で
は
少
数
の
健
康
人

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
乙

乙
で
は
、
を
対
象
と
し
て
安
全
性
を
判
断
す
る
た
め

薬
が
世
に
出
て
く
る
ま
で
の
道
順
を
簡
単
に
、
特
に
副
作
用
の
厳
密
な
観
察
が
な
さ

に

述

べ

た

い

と

思

い

ま

す

。

れ

ま

す

。

第

二

相

試

験

で

は

限

定

さ

れ

た

ま
ず
第
一
に
新
薬
の
発
想
が
あ
り
ま
す
。

数

と
範
囲
の
患
者
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
薬

研
究
者
各
自
の
い
だ
く
独
創
的
発
想
な
り
の
用
法
、
用
量
を
決
め
ま
す
。
第
三
相
試

着
想
は
そ
の
端
緒
が
偶
然
で
あ
り
、
あ
る

い
は
蓋
然
で
あ
る
に
せ
よ
そ
の
基
礎
と
な

る
べ
き
深
い
専
門
知
識
と
優
れ
た
洞
察
力

が
常
に
要
求
さ
れ
ま
す
。
フ
レ
ミ
ン
グ
が

ペ
ト
リ
l
皿
の
上
で
青
カ
ビ
が
周
り
の
ブ

ド
l
菌
を
溶
か
し
て
い
る
の
を
見
て
ペ
ニ

シ
リ
ン
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
経
過
は
余

り
に
有
名
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で

は
遺
伝
子
工
学
の
発
達
に
よ
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友
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と
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い
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で
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。
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却@匂@)向の乙よ品
震の変通事故防止県民運動

実施期間 7 月 21 日 ~8月 31 日(甲3232 う)
山中湖報湖祭 (金)

16 
(土) ぼん送り火

先勝 大安 盆おくりの供物の特別収集日
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4 l一一I/.J""""''''小|弘治| 1119 友引
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旧ぼん

6 1ム局1尽;曜日巳芯口 Iれ生偽牒装斗↓一八番し石ノ¥直苧すーに人 21 仏(木滅ト 1歳 6ヶ月児健康診査(総

乳児健康診査(総合会館) 合会館)

ア
ー一… -1' 乳児健康診査(総合会館) 22 

(金〉 不用犬猫収集日(旧傍若前)
布日f 大安 女性セミナー(総合会館)

8 
立秋 |国体月臥9:号3 リレー(リハーサル)

23 
処暑

A M O6~ペAーMジ1詳1細:3〕0町内
(7 号

9 

10 友引

11 
吉田の火祭り

12 27 
吉田の火祭り

|叩|押原中学校 2学期始業式

13 

14 l赤i金E)F 女性セミナ (総合会館)

15 
終戦記念日

1130 
防災週間 押原小・西条小 2学期始業

式
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1日、 5日、 8日

12日、 15日、 19日

22目、 26日、 29日

ガラス・プラスチック類| 金属類

※乙の時期の台所など、から出る生ゴ

は水切りを十分にお乙なってから出

してください。

※スプレー缶等は爆発する恐れがあ

りますので、ゴミとして出す場合は

必ず缶iζ穴をあけて中の気体を抜い

てから出してください。

27日|※今月は粗大ゴミの特別収集をいた

します。地区により実施日が異なり

ますので、後日配布する回覧文をど

覧のうえ、お出しください。

4目、 7日、 11日

14日、 18日、 21日
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20日 目日
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~5 日、 28 日


